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論文内容の要旨
核チ・核子 (NN)相可rド用は，原子核物開学における基本的な相可ー作用であり，原チ核構造，
において重要な役吉Ijを果たす。
核子は複合粒子系であることが知られており，より基本的な向由l支から，NN相互作用を理解する試みが
広く行われて来た。その一つに，構成子クオークモデルを用いた，非相対論的な研究がある。過去の研究
では，現象論的なクオーク間ポテンシャルとクオークの交換作用により. それまでは解明することが困難
だった斥力芯の再現等の成果を挙げている。しかし，これまでは，NN相互作用に対する，励起核子の効果
や，核干の内部構造の影響が十分に考慮されていない。これらの効果に関する研究は，核下の性質とNN
相互作用とを統一的に埋解する上で重要である。
本研究では，統一的理解の第一歩として，励起核子がNN相可イ乍用に及ぼす影響をResonating Group 
Methodを用いた動的計'算により評価した。現象論的なクオーク問ポテンシャルとして， グノレーオン交換と
π中間子交換によるものを，それぞれ，閉じ込めポテンシャルと共に用いた。
NNSi波チャネノレに関する解析で，励起核子は，凡V相可f乍周に引力効果をもたらすが，Si皮チャネノレに結
合しうる核子やム共鳴の当|力効果がより重要で，励起核子の影響は比較的小さいことが分かった。また，
核子や~共鳴と類似した空間構造を持つ励起核チが，ある特定のスピンーアイソスピンを組んだ時に. NN 
相互作用への効果が大きくなることが明らかとなった。これら効果のほとんどはπ中間子交換に伴うテン
ソル力により引き起こされ， グノレーオン交換は，励起核子の効果をNNJt目E作用に取り入れる働きをほとん
どしないことも判明した。
散乱実験との比較のために為された.グルーオン及び方中間子交換と閉じ込めポテンシャノレを用いた計
算では，斥力的な結果が得られ，特にスピン一重項チャネルにおいて引力不足が著しい。但し最終的に
実験と比較するには，モデJレの精密化が必要である。
反応の解明
論文審査の結果の要
核子を記述する代表的な省効模型として構成クオーク模型がよく知られている。この模盟とHcsonating
Group Method CRGM)を用いた紘子間相!i作用の研究は，クオーク問の相互作用やパウり禁制に基づい
て核子問相互作用のいろいろな特徴を理解することがロJ能で-あることを示した。本研究は，核子の内部助
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起に対応する核子共鳴の役割に着目して， HGMによる核了間相互作用の研究を発毘させたものである。核
子間相互作用に対する骸子共鳴の影響が大きいことは既に示唆されていたが，核子の内部変化を紘子問料
瓦作用に反映させることは理論的に難しし木研究のような計算は初めての試みとなる。
フも論文は，以ドの六つの章から構成されている。第一章では研究の背景，現状そして問題点がまとめで
あるc 第:章では定式化の詳細について説明がなされている。特にー核下聞の相対波動関数の扱い方が新
しく丁夫在れたことや.構成クオーク模型による核子共鳴の系統的な記述方法をRGMに取り込んだことな
どが詳しく説明されている。第三，四挙において，本研究の内容が従来の研究結果と矛盾しないことを確
認した上で，核子間相互作用の解析方法についての異体的な手順を示してある。第五章では得られた結果
を鞍理している。そして，第六章でみ;論文の金内容をまとめ，今後の発展についても触れている。
以上のように，本研究は原子核物理学においても最も某本的な核子間相互作用を，核下の内部構造の解
明という最先端の内容と関連づけて議論した新しい研究である。特に，共鳴状態の効果は期待されていた
ほど大きくないものの，広いエネルギーで--核子散乱の<r相差に対して影響を与えるとともに，散乱長，
重水素の束縛エネルギ一等の低エネルギー物理量にも影響することが示されている。これは，従来知られ
ていなかった効果について定量的に議論し，新しい知見を得たものである。よって本論文の有者は，博士
(理学〉の学位を受ける資栴を有するものと認める。
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